


女性誌は読まないけれど、「週刊文春」は愛読している。近年、そんな女性が増えています。
じつは「週刊文春」を購読する読者の半数近くは女性。その数は約20万人にのぼります。
ならば、「週刊文春」のテイストを活かしつつ、もっと女性の興味に寄り添った雑誌をつくっては――。
そんな発想から臨時増刊としてつくったのが、2016年元日に発売した「週刊文春WOMAN」パイロット版でした。
おかげさまで発売７日目に完売。2018年12月29日には、満を持して、年3回刊の定期誌として新創刊しました。
1周年を迎えた2020年からは、コロナ禍で雑誌業界の苦境が伝えられる中、年4回刊に増刊。季刊誌となりました。

コロナ禍は、女性たちに「これまで通りの生き方でいいのだろうか」
「これからは自分の目でもっと物事を見極めていかなければ」といった問題意識を深く刻み込みました。
そして、その問題意識と向き合ううえで、考える材料を与えてくれる雑誌として、
いま『週刊文春WOMAN』が支持を集めています。

既刊号のコア読者は、アラフォーから60代の知的好奇心の強い女性です。
「女性は普通、こういう人生の選択を好むはず」「女性誌でこんな話題は扱わない」といった固定観念は脇に置き、
いまを生きる女性たちの率直な興味、疑問、心の内のモヤモヤにしっかり応えていく雑誌でありたいと思っています。

いつもの女性誌には載ってないこと

（読者の声より）。

編集長 井﨑 彩
いつもの週刊文春にも載ってないこと。

「文章を読む面白さを思い出させてくれる」「視野を広げてくれる雑誌」
「心に残る言葉がいつも見つかる」








